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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
小
谷
町
長
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

新
春
を
迎
え
、
小
谷
町
長
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

新
た
な
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
な
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問問　　

昨
年
３
月

昨
年
３
月
1111
日
の
東
日
本
大

日
の
東
日
本
大

震
災
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
大

震
災
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
大

洗
町
は
未
曽
有
の
被
害
を
受
け
ま

洗
町
は
未
曽
有
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
町
の
外
観
は
す
っ
か
り
戻

し
た
。
町
の
外
観
は
す
っ
か
り
戻

り
ま
し
た
が
、
風
評
被
害
に
よ
る

り
ま
し
た
が
、
風
評
被
害
に
よ
る

地
域
経
済
の
疲
弊
ぶ
り
は
深
刻
で

地
域
経
済
の
疲
弊
ぶ
り
は
深
刻
で

す
。
被
害
の
概
要
と
地
域
経
済
の

す
。
被
害
の
概
要
と
地
域
経
済
の

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長
町
長　

大
洗
町
は
同
日
２
時

　

大
洗
町
は
同
日
２
時
46

分
、
震
度
５
強
の
地
震
と
、
４
．

分
、
震
度
５
強
の
地
震
と
、
４
．

９
㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

９
㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

津
波
で
の
死
者
は
出
な
か
っ
た

津
波
で
の
死
者
は
出
な
か
っ
た

も
の
の
地
震
で
１
人
死
亡
、
全

も
の
の
地
震
で
１
人
死
亡
、
全

壊壊
12
棟
、
半
壊

棟
、
半
壊
77
棟
、
床
上
浸
水

棟
、
床
上
浸
水

２
０
４
戸
、
床
下
浸
水
１
６
７
戸

２
０
４
戸
、
床
下
浸
水
１
６
７
戸

が
主
な
被
害
で
す
。
津
波
で
港
中

が
主
な
被
害
で
す
。
津
波
で
港
中

央
、
磯
浜
町
、
大
貫
町
の
海
岸
部
、

央
、
磯
浜
町
、
大
貫
町
の
海
岸
部
、

町
面
積
の
約
１
割
が
浸
水
。漁
船
、

町
面
積
の
約
１
割
が
浸
水
。漁
船
、

車
、漁
具
な
ど
が
津
波
で
流
さ
れ
、

車
、漁
具
な
ど
が
津
波
で
流
さ
れ
、

停
電
の
発
生
と
浸
水
で
加
工
業
者

停
電
の
発
生
と
浸
水
で
加
工
業
者

の
冷
蔵
庫
な
ど
に
大
き
な
損
害
が

の
冷
蔵
庫
な
ど
に
大
き
な
損
害
が

出
ま
し
た
。
公
共
施
設
も
被
害
が

出
ま
し
た
。
公
共
施
設
も
被
害
が

出
て
「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年

出
て
「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
が
昨
年

12
月
下
旬
ま
で
休
館
す
る
な
ど
し

月
下
旬
ま
で
休
館
す
る
な
ど
し

て
い
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。

　

風
評
被
害
で
は
漁
業
、
農
業
、

　

風
評
被
害
で
は
漁
業
、
農
業
、

民
宿
や
ホ
テ
ル
、
観
光
業
者
、
水

民
宿
や
ホ
テ
ル
、
観
光
業
者
、
水

産
加
工
業
者
な
ど
に
大
き
な
損
害

産
加
工
業
者
な
ど
に
大
き
な
損
害

が
出
て
お
り
ま
す
。

が
出
て
お
り
ま
す
。

　

損
害
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い

　

損
害
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い

て
は
、
東
電
に
対
し
損
害
賠
償
請

て
は
、
東
電
に
対
し
損
害
賠
償
請

求
を
行
い
、
賠
償
金
の
支
払
い
も

求
を
行
い
、
賠
償
金
の
支
払
い
も

一
部
で
は
、
始
ま
り
ま
し
た
。

一
部
で
は
、
始
ま
り
ま
し
た
。

　

震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
で
、

　

震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
で
、

入
込
客
が
激
減
。
回
復
基
調
に
は

入
込
客
が
激
減
。
回
復
基
調
に
は

あ
り
ま
す
が
、
漁
業
と
観
光
を
中

あ
り
ま
す
が
、
漁
業
と
観
光
を
中

心
に
繁
栄
し
て
き
た
わ
が
町
に

心
に
繁
栄
し
て
き
た
わ
が
町
に

と
っ
て
は
未
曽
有
の
危
機
で
す
。

と
っ
て
は
未
曽
有
の
危
機
で
す
。

観
光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
に
、
首

観
光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
に
、
首

都
圏
や
栃
木
県
、
群
馬
県
な
ど
へ

都
圏
や
栃
木
県
、
群
馬
県
な
ど
へ

の
観
光
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ
て

の
観
光
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
津
波
で
浸
水
し
た

　

一
方
で
は
、
津
波
で
浸
水
し
た

「
か
も
め
保
育
園
」
は
高
台
に
移

「
か
も
め
保
育
園
」
は
高
台
に
移

転
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
用

転
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。
用

地
の
め
ど
も
た
ち
ま
し
た
。
東
海

地
の
め
ど
も
た
ち
ま
し
た
。
東
海

第
二
原
発
半
径

第
二
原
発
半
径
30
㌔
圏
に
全
域
が

㌔
圏
に
全
域
が

入
る
わ
が
町
は
、
昨
年

入
る
わ
が
町
は
、
昨
年
12
月
に
岡

月
に
岡

山
県
鏡
野
町
、
鳥
取
県
三
朝
町
と

山
県
鏡
野
町
、
鳥
取
県
三
朝
町
と

３
町
で
原
子
力
事
故
を
想
定
し
た

３
町
で
原
子
力
事
故
を
想
定
し
た

広
域
防
災
応
援
協
定
を
結
び
大
規

広
域
防
災
応
援
協
定
を
結
び
大
規

模
な
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

模
な
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
復
興
元
年
と
位
置
づ

　

本
年
は
、
復
興
元
年
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。復
興
に
関
し
て
は
、

け
て
い
ま
す
。復
興
に
関
し
て
は
、

単
な
る
現
状
復
旧
に
と
ど
め
ず
、

単
な
る
現
状
復
旧
に
と
ど
め
ず
、

従
来
か
ら
大
洗
町
が
抱
え
て
い
る

従
来
か
ら
大
洗
町
が
抱
え
て
い
る

課
題
の
事
業
に
も
対
応
し
、
震
災

課
題
の
事
業
に
も
対
応
し
、
震
災

以
前
よ
り
地
域
が
元
気
に
な
れ
よ

以
前
よ
り
地
域
が
元
気
に
な
れ
よ

う
な
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
事
業
に

う
な
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
の
国
会
で
東
日
本
復

　

ま
た
、
先
の
国
会
で
東
日
本
復

興
特
別
区
域
法
（
復
興
特
区
法
）

興
特
別
区
域
法
（
復
興
特
区
法
）

も
成
立
し
、
平
成

も
成
立
し
、
平
成
27
年
度
ま
で
の

年
度
ま
で
の

五
年
間
を
集
中
復
興
期
間
と
し
て

五
年
間
を
集
中
復
興
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

国
の
第
三
次
補
正
予
算
や
第
四

　

国
の
第
三
次
補
正
予
算
や
第
四

次
補
正
予
算
、
更
に
は
新
年
度
の

次
補
正
予
算
、
更
に
は
新
年
度
の

復
興
関
連
予
算
や
復
興
特
区
制
度

復
興
関
連
予
算
や
復
興
特
区
制
度

復
興
に
向
け

全
身
全
霊
で
取
組
む
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の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、「
安

の
有
効
活
用
を
図
り
な
が
ら
、「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
洗

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
大
洗

町
」
の
再
生
に
全
身
全
霊
で
取
り

町
」
の
再
生
に
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問問　　

本
年
は
「
復
興
元
年
」
の
位

本
年
は
「
復
興
元
年
」
の
位

置
づ
け
で
す
が
、「
大
貫
台
」
開
発

置
づ
け
で
す
が
、「
大
貫
台
」
開
発

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
町
長　

さ
き
ほ
ど
、「
大
洗
町
が

　

さ
き
ほ
ど
、「
大
洗
町
が

未
曽
有
の
危
機
」
と
発
言
し
ま
し

未
曽
有
の
危
機
」
と
発
言
し
ま
し

た
が
、
来
年
を
含
め
今
後
５
年
ほ

た
が
、
来
年
を
含
め
今
後
５
年
ほ

ど
、
昨
年
に
比
べ
町
税
の
減
収
が

ど
、
昨
年
に
比
べ
町
税
の
減
収
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
国
の

予
想
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
国
の

交
付
税
に
よ
る
手
当
て
は
あ
る
と

交
付
税
に
よ
る
手
当
て
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
財
政
難
の
折
、
期

思
い
ま
す
が
、
財
政
難
の
折
、
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
将
来
の
地
元
経
済
の
底

　

そ
こ
で
将
来
の
地
元
経
済
の
底

上
げ
と
し
て
期
待
し
て
い
る
の

上
げ
と
し
て
期
待
し
て
い
る
の

が
、
国
道

が
、
国
道
51
号
線
に
近
い
、
破
産

号
線
に
近
い
、
破
産

し
た
県
住
宅
供
給
公
社
の
未
処
分

し
た
県
住
宅
供
給
公
社
の
未
処
分

地
「
大
貫
台
」

地
「
大
貫
台
」
66
㌶
の
開
発
で
す
。

㌶
の
開
発
で
す
。

民
間
の
資
力
を
活
用
し
た
構
想
で

民
間
の
資
力
を
活
用
し
た
構
想
で

昨
年
昨
年
12
月
、
町
が
約

月
、
町
が
約
38
．
８
㌶
を

．
８
㌶
を

購
入
。
合
わ
せ
て
千
代
田
テ
ク
ノ

購
入
。
合
わ
せ
て
千
代
田
テ
ク
ノ

ル
が
約

ル
が
約
27
．
２
㌶
を
購
入
し
ま

．
２
㌶
を
購
入
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
原
子
力
関

　

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
原
子
力
関

連
企
業
の
一
つ
で
、
小
型
線
量
計

連
企
業
の
一
つ
で
、
小
型
線
量
計

分
野
の
製
造
・
販
売
の
ト
ッ
プ
企

分
野
の
製
造
・
販
売
の
ト
ッ
プ
企

業
で
す
。
大
洗
町
成
田
町
に
事
業

業
で
す
。
大
洗
町
成
田
町
に
事
業

所
が
あ
り
ま
す
。
福
島
県
の
原
発

所
が
あ
り
ま
す
。
福
島
県
の
原
発

事
故
対
策
で
、
成
田
町
で
組
み
立

事
故
対
策
で
、
成
田
町
で
組
み
立

て
た
小
型
線
量
計
が
同
県
在
住
の

て
た
小
型
線
量
計
が
同
県
在
住
の

生
徒
・
児
童
の
放
射
線
量
の
モ
ニ

生
徒
・
児
童
の
放
射
線
量
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

タ
リ
ン
グ
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
開
発
で
は
当
面
、
町
が

　

今
回
の
開
発
で
は
当
面
、
町
が

国
道
か
ら
の
進
入
路
の
建
設
と
上

国
道
か
ら
の
進
入
路
の
建
設
と
上

水
道
敷
設
を
新
年
度
か
ら
着
工
。

水
道
敷
設
を
新
年
度
か
ら
着
工
。

　

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
、
進
入
路

　

千
代
田
テ
ク
ノ
ル
は
、
進
入
路

沿
い
の
自
社
購
入
地
の
う
ち
約
５

沿
い
の
自
社
購
入
地
の
う
ち
約
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
３
棟
の
ビ
ル
を
建

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
３
棟
の
ビ
ル
を
建

て
、
線
量
計
の
生
産
と
放
射
線
管

て
、
線
量
計
の
生
産
と
放
射
線
管

理
す
る
新
計
測
セ
ン
タ
ー
や
放
射

理
す
る
新
計
測
セ
ン
タ
ー
や
放
射

線
関
連
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

線
関
連
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
機
能
を
備
え
た
国
際
会
議
の

タ
ー
機
能
を
備
え
た
国
際
会
議
の

で
き
る
多
目
的
会
議
室
兼
講
義
室

で
き
る
多
目
的
会
議
室
兼
講
義
室

な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

　

将
来
の
構
想
と
し
て
は
、
放
射

　

将
来
の
構
想
と
し
て
は
、
放
射

線
を
活
用
し
た
医
療
機
器
を
備

線
を
活
用
し
た
医
療
機
器
を
備

え
、
海
外
・
国
内
の
富
裕
層
を
治

え
、
海
外
・
国
内
の
富
裕
層
を
治

療
す
る
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地

療
す
る
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地

元
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
リ
ゾ
ー

元
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
リ
ゾ
ー

ト
気
分
で
最
新
の
検
査
や
治
療
を

ト
気
分
で
最
新
の
検
査
や
治
療
を

受
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

受
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

地
元
に
と
っ
て
は
直
接
的
雇
用

　

地
元
に
と
っ
て
は
直
接
的
雇
用

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
経
済
を
直

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
経
済
を
直

接
間
接
に
活
気
づ
け
る
「
妙
薬
」

接
間
接
に
活
気
づ
け
る
「
妙
薬
」

を
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
以
外
で
も
関
連
す

　

ま
た
、
医
療
以
外
で
も
関
連
す

る
企
業
と
一
体
と
な
っ
た
、
新
た

る
企
業
と
一
体
と
な
っ
た
、
新
た

な
事
業
化
を
図
る
な
ど
の
取
り
組

な
事
業
化
を
図
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
更
な
る
町

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
更
な
る
町

の
価
値
、
知
名
度
が
大
き
く
あ
が

の
価
値
、
知
名
度
が
大
き
く
あ
が

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
も
実

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
町
も
実

現
に
全
力
で
支
援
し
て
い
き
た
い

現
に
全
力
で
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問　

地
域
の
放
射
線
量
や
給
食
食

　

地
域
の
放
射
線
量
や
給
食
食

材
へ
の
影
響
な
ど
を
心
配
す
る
父

材
へ
の
影
響
な
ど
を
心
配
す
る
父

母
の
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い

母
の
声
が
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ

ま
す
が
、
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

町
長
町
長　

こ
れ
ま
で
も
昨
年
５
月
か

　

こ
れ
ま
で
も
昨
年
５
月
か

ら
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

ら
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

（
原
子
力
機
構
）
の
協
力
を
得
て
、

（
原
子
力
機
構
）
の
協
力
を
得
て
、

町
内
の
各
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

町
内
の
各
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
の
放
射
線
空
間
線
量
の

保
育
所
等
の
放
射
線
空
間
線
量
の

測
定
を
す
る
と
と
も
に
、
海
水
、

測
定
を
す
る
と
と
も
に
、
海
水
、

水
道
水
、
農
水
産
物
の
放
射
線
濃

水
道
水
、
農
水
産
物
の
放
射
線
濃

度
の
測
定
を
行
い
数
値
の
公
開
を

度
の
測
定
を
行
い
数
値
の
公
開
を

し
て
き
ま
し
た
。

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、

　

現
在
、
11
月
の
中
学
校
の
地
上

月
の
中
学
校
の
地
上

１
㍍
の
測
定
結
果
は
１
時
間
当

１
㍍
の
測
定
結
果
は
１
時
間
当

た
り
０
．

た
り
０
．
13
〜
０
．

〜
０
．
15
マ
イ
ク
ロ

マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。
小
学
校
、
幼

シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
、
学
童
保
育
所

稚
園
、
保
育
所
、
学
童
保
育
所

で
は
、
地
上

で
は
、
地
上
50
㌢
で
０
．

㌢
で
０
．
12
〜〜

０
．
０
．
26
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
の
国
の

　

年
間
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
の
国
の

基
準
値
を
超
え
る
空
間
線
量
の
値

基
準
値
を
超
え
る
空
間
線
量
の
値

は
計
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

は
計
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
放
射
線
に
対
す
る
町

　

し
か
し
、
放
射
線
に
対
す
る
町

民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
放

民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
放

射
線
量
測
定
器
７
台
を
購
入
し
、

射
線
量
測
定
器
７
台
を
購
入
し
、

学
校
、
保
育
園
、
公
園
等
の
公
共

学
校
、
保
育
園
、
公
園
等
の
公
共

施
設
を
中
心
に
住
宅
区
域
内
の
全

施
設
を
中
心
に
住
宅
区
域
内
の
全

域
の
測
定
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

域
の
測
定
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
独
自
に
設
置
型
の
放
射

す
。
ま
た
独
自
に
設
置
型
の
放
射

能
検
査
装
置
を
手
配
し
、
学
校
給

能
検
査
装
置
を
手
配
し
、
学
校
給

食
・
水
質
・
土
壌
等
を
測
定
し
ま

食
・
水
質
・
土
壌
等
を
測
定
し
ま

す
。
よ
り
安
全
・
安
心
の
確
保
を

す
。
よ
り
安
全
・
安
心
の
確
保
を

目
指
し
て
出
来
る
限
り
の
施
策
を

目
指
し
て
出
来
る
限
り
の
施
策
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
測
定
値

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
測
定
値

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
公

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
公

開
し
て
い
き
ま
す
。

開
し
て
い
き
ま
す
。

問問　　

祝
町
小
と
磯
浜
小
の
統
合
で

祝
町
小
と
磯
浜
小
の
統
合
で

「
大
洗
小
学
校
」
が
４
月
か
ら
開

「
大
洗
小
学
校
」
が
４
月
か
ら
開

校
し
ま
す
。
復
興
元
年
に
統
合
新

校
し
ま
す
。
復
興
元
年
に
統
合
新

設
と
な
る
小
学
校
は
ど
ん
な
特
徴

設
と
な
る
小
学
校
は
ど
ん
な
特
徴

を
持
つ
学
校
な
の
で
し
ょ
う
か
。

を
持
つ
学
校
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長
町
長　

祝
町
小
は
本
年
度
の
児
童

　

祝
町
小
は
本
年
度
の
児
童

数
が
数
が
65
人
。
磯
浜
小
は
町
内
最
大

人
。
磯
浜
小
は
町
内
最
大

規
模
で
す
が
１
年
生
か
ら
６
年
生

規
模
で
す
が
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
総
勢
５
５
１
人
で
す
。
３
月

ま
で
総
勢
５
５
１
人
で
す
。
３
月

の
大
震
災
以
降
、
避
難
所
と
し
て

の
大
震
災
以
降
、
避
難
所
と
し
て

使
っ
て
来
た
磯
浜
小
体
育
館
も
校

使
っ
て
来
た
磯
浜
小
体
育
館
も
校

舎
も
被
災
し
ま
し
た
。
耐
震
性
の

舎
も
被
災
し
ま
し
た
。
耐
震
性
の

確
保
は
、
焦
眉
之
急
と
な
っ
て
い

確
保
は
、
焦
眉
之
急
と
な
っ
て
い

ま
す
。
磯
浜
小
の
校
庭
に
新
築
す

ま
す
。
磯
浜
小
の
校
庭
に
新
築
す

る
大
洗
小
で
は
「
創
造
性
に
富
み

る
大
洗
小
で
は
「
創
造
性
に
富
み

心
豊
か
な
児
童
を
育
て
る
学
校
づ

心
豊
か
な
児
童
を
育
て
る
学
校
づ

く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

く
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

よ
り
安
全
で
よ
り
よ
い
教
育
環
境

よ
り
安
全
で
よ
り
よ
い
教
育
環
境

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
磯

整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
磯

浜
、
祝
町
の
両
校
の
歴
史
を
遡
る

浜
、
祝
町
の
両
校
の
歴
史
を
遡
る

と
明
治
７
年
、
両
校
は
「
官
立
大

と
明
治
７
年
、
両
校
は
「
官
立
大

洗
小
学
校
」
と
し
て
産
声
を
あ
げ

洗
小
学
校
」
と
し
て
産
声
を
あ
げ

ま
し
た
。
つ
ま
り
両
校
は
統
合
に

ま
し
た
。
つ
ま
り
両
校
は
統
合
に

よ
っ
て
最
初
の
校
名
に
戻
る
こ
と

よ
っ
て
最
初
の
校
名
に
戻
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
校
舎
は
グ

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
校
舎
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
側
に
建
設
し
ま
す
の

ラ
ウ
ン
ド
側
に
建
設
し
ま
す
の

で
、
校
舎
か
ら
直
接
港
の
見
え
る

で
、
校
舎
か
ら
直
接
港
の
見
え
る

環
境
で
す
。
校
舎
は
回
廊
式
、
回

環
境
で
す
。
校
舎
は
回
廊
式
、
回

廊
は
「
い
そ
は
ま
ル
ー
プ
」
と
名

廊
は
「
い
そ
は
ま
ル
ー
プ
」
と
名

付
け
、
周
り
に
特
別
教
室
群
や
普

付
け
、
周
り
に
特
別
教
室
群
や
普

通
教
室
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

通
教
室
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
「
学
年
ハ
ウ
ス
」
を
配

活
用
し
た
「
学
年
ハ
ウ
ス
」
を
配

置
し
ま
す
。
回
廊
の
中
央
は
、
地

置
し
ま
す
。
回
廊
の
中
央
は
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
イ
ベ
ン
ト

域
の
イ
ベ
ン
ト
、
学
校
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
場
「
い
そ
は
ま
プ
ラ

を
開
催
す
る
場
「
い
そ
は
ま
プ
ラ

ザ
」
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
校

ザ
」
と
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
校

と
い
う
小
さ
な
街「
学
び
の
ま
ち
」

と
い
う
小
さ
な
街「
学
び
の
ま
ち
」

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
基

本
構
想
は
児
童
、
保
護
者
、
地

本
構
想
は
児
童
、
保
護
者
、
地

域
、教
師
が
「
学
校
を
楽
し
も
う
」

域
、教
師
が
「
学
校
を
楽
し
も
う
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に

「
大
洗
小
学
校
」
が
誕
生
し
ま
す
。

「
大
洗
小
学
校
」
が
誕
生
し
ま
す
。

私
も
大
い
に
楽
し
み
に
し
て
い

私
も
大
い
に
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

「
大
貫
台
」
開
発
で
、

地
域
経
済
の
底
上
げ
と

雇
用
創
出
に
期
待

放
射
線
量
を
測
定
し

住
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
図
る
。

「
大
洗
小
学
校
」誕
生
！

コ
ン
セ
プ
ト
は

「
学
校
を
楽
し
も
う
」

「大洗小学校」完成イメージ
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大洗町・鏡野町・三朝町
防災応援協定を締結

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

遠
方
に
避
難
先

　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の

研
究
施
設
が
あ
る
大
洗
町
と
岡
山

県
鏡
野
町
、
鳥
取
県
三
朝
町
が
12

月
２
日
、
緊
急
時
の
避
難
住
民
受

け
入
れ
を
初
め
と
す
る
防
災
応
援

協
定
を
締
結
す
る
た
め
、
全
国
町

村
会
館
で
３
町
長
が
出
席
し
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
事
故
を
受
け
、
遠
隔
地
に

避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

応
援
協
定
は
、
大
規
模
地
震
や

原
子
力
事
故
の
発
生
時
や
発
生
時

の
食
料
や
医
療
物
資
供
給
に
加

え
、
職
員
の
派
遣
、
被
災
者
収
容

施
設
の
提
供
、
児
童
生
徒
の
受
け

入
れ
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。
被
災

地
の
被
害
が
甚
大
で
連
絡
が
取
れ

な
い
場
合
は
、
自
主
的
に
応
援
活

動
に
入
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
り

ま
す
。

　

鏡
野
町
は
ウ
ラ
ン
鉱
床
が
発
見

さ
れ
た
人
形
峠
の
南
側
、
三
朝
町

は
そ
の
北
側
に
位
置
し
ま
す
。

　

ラ
ド
ン
で
知
ら
れ
る
三
朝
温
泉

は
、
湯
治
の
名
湯
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。
鏡
野
町
は
、
ウ
ラ
ン

を
活
用
し
た
ガ
ラ
ス
工
芸
品
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
洗
町
は
、
ラ
ド
ン
を
町
民
の

健
康
に
生
か
そ
う
と
２
，
３
年
前

か
ら
三
朝
町
と
鏡
野
町
を
頻
繁
に

訪
れ
、
視
察
を
通
じ
て
両
町
と
の

関
係
を
深
め
て
お
り
、
鏡
野
町
の

呼
び
掛
け
に
よ
り
協
定
を
結
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
小
谷
町
長
は
、「
有

事
の
際
は
避
難
の
長
期
化
、
遠
隔

地
へ
の
避
難
な
ど
が
余
儀
な
く
さ

れ
る
が
、協
定
が
あ
れ
ば
心
強
い
。

日
頃
か
ら
し
っ
か
り
親
交
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
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第
43
回
日
本
美
術
展
覧
会

第
２
科
に
お
い
て
、
小
沼
清

氏
（
85
歳
）
の
作
品
「
時
の

鉱
山
機
械
」
が
、
厳
正
な
る

鑑
査
の
結
果
、
見
事
入
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

50
年
間
鉄
工
業
の
仕
事
に

就
か
れ
て
い
た
昭
和
の
高
度

成
長
期
時
代
、
共
に
歩
ん
で

き
た
鉱
山
機
械
に
再
び
命
を

吹
き
込
も
う
と
の
思
い
を
込

め
て
描
い
た
作
品
で
す
。

　

小
沼
氏
は「
こ
の
入
選
が
、

特
に
ご
高
齢
の
皆
さ
ん
に
趣

味
や
目
標
を
持
ち
、
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
嬉
し
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

作品「時の鉱山機械」と小沼清氏

第
43
回
日
本
美
術
展
覧
会

 

小
沼
清
氏
の
作
品
が
入
選

南
中
男
子

　12月４日（日）第66回三浜駅伝競走大会が、ひたちなか
市から大洗町のシーサイドコースを舞台に開催され、昨年より
３チーム多い、総勢161チームが一本のタスキをつなぎまし
た。当日は、快晴、無風というすばらしい天候の中、沿道から
の声援に応え、選手たちは力強い走りで駆け抜けていきました。

大洗町からは、下記のチームが参加し健闘を見せました。

中学男子の部
○ 第 12位　大洗南中
○ 第 20位　大洗一中　　
○ 第 34位　大洗一中サッカー部　　

中学女子の部　
○ 第　4位　大洗一中　　
○ 第 24位　大洗南中
○ 第 39位　大洗南中バスケットボール部

一般女子の部　
○ 第　4位　ゆっくらＳＱ

一般男子の部　
○ 第 11位　原子力機構大洗 -B　　
○ 第 21位　原子力機構大洗 -F
○ 第 34位　原子力機構大洗 -C　
○ 第 35位　原子力機構大洗 -D　
○ 第 40位　原子力機構大洗 -Y　
○ 第 41位　大洗。土びんランナーズ

一
中
男
子

一
中
女
子

南
中
女
子

第66回三浜駅伝競走大会
総勢161チームが力走！
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情報クリップ情報クリップ情報クリップ
INFORMATION

大洗町役場

☎267-5111

入
学
祝
品
の
贈
呈

　
（
社
）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭（
母

子
家
庭
・
父
子
家
庭
）
の
お
子
さ

ん
で
、
平
成
24
年
度
に
小
学
校
入

学
を
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
入
学

祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、
左

記
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
先
／
福
祉
課
・
子
育
て
支
援
係

申
込
締
切
／
１
月
31
日
（
火
）

問
合
せ
／
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
☎
（
２
２
１
）
７
５
０
５

平
成　

年
度

学
童
保
育
の
申
込
み

　

保
護
者
が
昼
間
就
労
等
で
家
庭

に
い
な
い
ご
家
庭
を
対
象
に
、
児

童
の
安
全
確
保
・
健
全
育
成
の
た

め
の
場
と
し
て
小
学
校
低
学
年

（
１
〜
３
年
）
の
児
童
を
お
預
か

り
し
ま
す
。

申
込
期
間
／
２
月
１
日
（
水
）
〜 

10 

日
（
金
）
※
期
間
厳
守

申
込
場
所
／
各
学
童
又
は
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
。

※
申
込
書
は
各
学
童
又
は
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

　

新
１
年
生
は
、
各
小
学
校
入
学

説
明
会
時
に
配
布
予
定
で
す
。

　

な
お
、
継
続
児
童
も
同
様
に
手

続
き
が
必
要
で
す
。

保
育
時
間
／
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

授
業
終
了
〜
午
後
７
時
ま
で

土
曜
日
・
春
・
夏
・
冬
休
み
等
は

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

費
用
／
学
童
利
用
料
、
月
額
３
，

０
０
０
円
（
減
免
措
置
あ
り
）

春
・
冬
休
み
・
７
月
は
１
，
０
０

０
円
増
。

　

８
月
は
２
，
０
０
０
円
増
、
そ

の
他
お
や
つ
代
、
父
母
会
費
・
保

険
料
（
入
所
時
）
が
か
か
り
ま
す
。

保
育
場
所
／

大
洗
小
学
校
・
お
お
あ
ら
い
学
童

（
平
成
24
年
度
よ
り
磯
浜
小
・
祝

町
小
統
合
に
伴
い
学
童
名
称
が
変

わ
り
ま
す
）

夏
海
小
学
校
・
夏
海
学
童

大
貫
小
学
校
・
ド
リ
ー
ム
学
童

利
用
決
定
の
お
知
ら
せ
／

３
月
上
旬
に
決
定
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

問
合
せ
／
大
洗
小
学
校
学
童
保
育

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
８

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
４
）

子
ど
も
手
当
の
申
請
受
付
中

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
「
平

成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
に
よ
り
、
子
ど
も
手
当
制
度

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方

も
含
め
て
、
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
平
成
23
年
10
月
１
日
時
点

で
大
洗
町
か
ら
子
ど
も
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
、
10
月
下

旬
に
申
請
案
内
を
送
付
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
案
内
に
従
っ
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課 

子
育
て
支
援

係
（
内
線
１
５
３
）

子
育
て
・
教
育

共済期間　平成24年４月１日～平成25年３月31日
　　　　　（※平成24年４月１日以降加入の場合は、
　　　　　　申込日の翌日から平成25年３月31日まで）
請求期間　見舞金の請求期間は、事故の翌日から２年以内
会　　費　大人900円　中学生以下500円（１年間）
　　　　　　（ ９月 30日以降の加入者　大人 450円　　

中学生以下250円）
見舞金額　死亡100万円　傷害見舞金最高額30万円
　　　　　傷害見舞金最低額２万円　身障見舞金50万円
問合わせ　住民課（内線112）

２月１日より平成 24年度の加入受付開始

＜見舞金一覧＞
等級 災害区分 見舞金額

１ 死亡の場合 100万円

２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円

３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円

４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円

５ 治療実日数91日以上の傷害 15万円

６ 治療実日数61日以上の傷害 10万円

７ 治療実日数41日以上の傷害 8万円

８ 治療実日数21日以上の傷害 6万円

９ 治療実日数8日以上の傷害 3万円

10 治療実日数3日以上の傷害 2万円

身障 身体障害者1級・2級該当）
（事故によって受けた障害の場合） 50万円

※ なお、出張受付については、日程が決まりま
したら後日掲載いたします。

かけがえのない家族の笑顔は

 県民交通災害共済から

24
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健康診査のご案内健康診査のご案内（未受診者の方へ）（未受診者の方へ）
　昨年の11月で終了しました今年度分の各健診を、下記の日程で追加して実施することになりました。
　平成23年度の健診対象者で、まだ受診をされていない方はこの機会に受診していただきますようご案
内いたします。なお、事前予約は必要ありません。

健　診　日 受　付　時　間 会　場
１月31日（火） 　9:30～ 11:00

13:30～ 15:00 ゆっくら健康館１階
２月　１日（水）

＜健診内容＞
☆受診券を紛失された方は、再発行いたしますのでご連絡ください。
健　診　名 健診内容 持　ち　物 受診券再発行先 料　金
フレッシュ健診
（19～39歳）

問診、血圧測定、身体測定、
尿検査、心電図検査

①フレッシュ健診受診券
　（８月に健康増進課から送付済） 健康増進課

無　料
特　定　健　診
（40～74歳）

問診、血圧測定、尿検査、血液
検査、心電図検査、眼底検査

●大洗町国民健康保険の方
①特定健診受診券
　（８月に国保・年金課から送付済・ピンク色）
②国民健康保険被保険者証

国保・年金課

●社会保険組合等の被扶養者の方
①加入されている医療保険者が発行した特定健康診査受診券
②健康保険証
注：医療保険者によっては町の集団健診が受診できない場
合もあります。事前にご確認ください。また、社会保険加
入ご本人は、町のこの健診は受診できません。

ご加入の
医療保険者

シルバー健診
（75歳以上）

①シルバー健診受診券
　（８月に国保・年金課から送付済・緑色）
②後期高齢者医療被保険者証

国保・年金課

以下の健診はご加入の医療保険にかかわらず、対象者の方はどなたでも受診できます。

結核・肺がん検診（40歳以上） 胸部レントゲン 無　料
肝炎ウイルス検診（40～74歳で過去未受診者）血液検査 500円

前立腺がん検診（50歳以上の男性） 血液検査 300円
大腸がん検診（40歳以上） 当日検査容器を配布しますので、後日採便したものを提出してください。 300円

問合せ／国保・年金課　☎267-5111（内線157・158）
　　　　健康増進課　　☎266-1010

　

歳
の
ス
タ
ー
ト 

国
民
年
金

　

20
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

必
ず
国
民
年
金
制
度
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
は
老
後
の
経
済

的
な
支
え
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障

害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
の
保
障

（
障
害
基
礎
年
金
）
も
あ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
自
動
的
に

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
た

め
、
改
め
て
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
国
民
年
金
保
険
料
の
額
】

　

定
額
保
険
料
／
月
額
１
５
，
０

２
０
円

（
※
平
成
23
年
度
の
額
。
平
成
24

年
度
の
保
険
料
額
は
今
後
決
定
さ

れ
ま
す
。）

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

を
用
い
て
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

国
保
・
年
金

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付

で
き
る
ほ
か
、
口
座
振
替
で
納
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
口
座
振

替
は
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
で

確
実
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓
口
で
申

し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
】

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
の
年
金
受
給
に
影

響
が
で
る
ば
か
り
で
な
く
、
万
が

一
、
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合

に
障
害
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
国
保
・
年
金
課
の
窓
口
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
９
）

20
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　平成22年度税制改正により、住民税（町県民税）および所得税を計算するときに所得から控除される「扶
養控除」や「障害者控除」が一部改正されました。
※住民税は平成24年度から、所得税は平成23年分から改正です。

扶養控除の見直しについて
○ 年少扶養親族（16歳未満の扶養親族）に対する扶養控除【住民税：33万円（所得税：38万円）】が廃
止されます。
○ 特定扶養親族（16歳以上23歳未満の扶養親族）のうち16歳以上19歳未満の方について、扶養控除
の上乗せ部分【住民税：12万円（所得税：25万円）】が廃止され、扶養控除額が一般扶養控除額と同じ
になります。
　　※19歳以上23歳未満の特定扶養控除は現行通りです。

住民税控除額

所得税控除額

障害者控除の見直しについて
○扶養控除の見直しに伴う改正
　 これまでは、扶養親族又は控除対象配偶者が同居の特別障害者である場合に、扶養控除又は配偶者控除の
額に【住民税：23万円（所得税：35万円）】を加算していました。
　これからは、特別障害者控除の額に【住民税：23万円（所得税：35万円）】を加算する措置に改められます。
　なお、控除額に変更はありません。

問合せ／税務課 町民税係（内線１４１）

税東
日
本
大
震
災
に
よ
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
特
例
に
つ
い
て

　

大
震
災
で
滅
失
・
損
壊
し
た

住
宅
の
敷
地
に
つ
い
て
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
引
き
続

き
、
住
宅
用
地
に
係
る
軽
減

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
大
震
災
で
滅
失
・
損

壊
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家
屋
や

そ
れ
に
係
る
土
地
を
取
得
し
た

場
合
や
、
大
震
災
で
滅
失
・
損

壊
し
た
償
却
資
産
に
代
わ
る
償

却
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
／
税
務
課 

固
定
資
産

税
係
（
内
線
１
４
４
・
１
４
５
）

住民税および所得税 扶養控除および障害者控除の見直しについて
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「第12回 かさまの陶雛 ～桃宴～」
（笠間市）
期　間／１月25日（水）～３月３日（土）
場　所／陶の小径、ギャラリーロード、
やきもの通り、笠間稲荷門前通り ほか
内　容／笠間焼陶雛人形の展示販売など
問合せ／（社）笠間観光協会　
　　　　☎0296-72-9222

「城里町総合野外活動センター」（城里町）
「うぐいすの里」
問合せ／うぐいすの里管理事務所　
　　　　☎ 029-289-4321
「ふれあいの里」
問合せ／ふれあいの里管理事務所　
　　　　☎029-288-5505
「山びこの郷」
問合せ／山びこの郷管理事務所　
　　　　☎0296-88-3157

と な り の ま ち か らと な り の ま ち か ら
大
洗
町
東
日
本
大
震
災
住
宅

修
繕
工
事
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
修
繕
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
な
町
民
生

活
の
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、
修

繕
工
事
費
の
一
部
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
申
請
期
限
は
、
平
成

24
年
３
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
必
ず
期
限
ま
で

に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

く
ら
し
等

※
補
助
金
の
対
象
と
な
る
住
宅
や

修
繕
工
事
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
10
月
12
日
発
行
の
広
報

「
お
お
あ
ら
い
」
を
ご
覧
に
な
る

か
、
役
場
都
市
建
設
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
都
市
建
設
課 

建
設
管

理
係
（
内
線
２
５
２
）

平
成　

年

経
済
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を

　

２
月
１
日
現
在
で
、
全
て
の
企

業
・
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
調
査
票
を
１
月
末
日
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
省
・
経
済
産
業
省
・

茨
城
県
・
大
洗
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
課 

企
画
調
整
係
（
内
線
２
１
４
）

新
春
ウ
ォ
ー
ク
　鹿
嶋
Ｎ
Ｈ

Ｋ 

Ｂ
Ｓ
ド
ラ
マ
化
塚
原
卜
伝

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

日
程
／
１
月
21
日
（
土
）

受
付
時
間
／
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

集
合
場
所
／
大
洗
鹿
島
線 

荒
野

台
駅
（
鹿
嶋
市
大
字
荒
野
地
内
）

参
加
方
法
／
自
由
参
加
（
事
前
申

込
な
し
）
※
詳
細
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
鹿
島
臨
海
鉄
道
（
株
）

総
務
部 

☎
（
２
６
７
）
５
２
０
０

心
配
ご
と
相
談

相
談
日
／
２
月
３
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

中
央
公
民
館 

図
書
室

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日 

新
着
本
／
「
楊
令
伝
」（
１
）
〜

（
15
） 

北
方
謙
三 

著
、「
悲
し
み

の
ゴ
ン
ド
ラ
」
ト
ー
マ
ス
・
ト
ラ

ン
ス
ト
ロ
ン
メ
ル 

著

※
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞 

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た  

檜
山
光
さ
ん

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

今　月　の

納　

期

町・県民税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
介護保険料（第７期）
長寿（後期高齢）
医療保険料（第７期）

納期は１月31日（火）
までです。

町の人口と世帯
（11月末現在）

人　口　　17,922人 （－38）

　男　　　　8,796人 （－25）

　女　　　　9,126人 （－13）

世帯数　　7,005世帯 （－12）

 （前月比較）

役場窓口時間延長のお知らせ
＜１月中旬～２月上旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課
の業務時間を午後６時30分まで延長
しています。どうぞご利用ください。

◆1月18日（水）◆1月25日（水）
◆2月　1日（水）◆2月　８日（水）

●大洗文化センター● ☎266-2442
月 日 曜 催　事　内　容 開始時間 開催場所 入場方法

１ 28 土 敬老会 9:30 大ホール 関係者

2 1 水 磯浜小学校閉校記念事
業講演会「命の授業」 14:00 大ホール 一般

１
月　

日（
土
）は
敬
老
会
で
す

　

敬
老
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。
当
日
は
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時
／
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　

９
時
30
分
〜

場
所
／ 

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

招
待
者
／
75
歳
以
上
の
方

（
昭
和
12
年
３
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

問
合
せ
／
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
１
）

28

in

24
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【 所 在 地 】　 水戸市南町２－４－52
【 開設期間 】　 平成24年２月９日（木） ～ ３月 15日（木）　※ 土、日曜日を除きます。
　　　　　　　（２月19日、２月26日の日曜日は開設します。）
【 受付時間 】　 午前９時～午後４時（混雑状況により、受付終了時間を早める場合があります。）
【 そ の 他 】　 ・ 　平成23年分の所得税の確定申告の相談及び申告書の提出は、２月16日（木）（還付

申告の方は１月から提出することができます。）から３月15日（木）までです。
　　　　　　　・ 　個人事業者の方の平成23年分消費税及び地方消費税の申告と提出は、４月２日（月）

までです。
　　　　　　　・ 　平成23年分の贈与税の申告の相談及び申告書の提出は、２月１日（水）から３月15

日（木）までです。
　　　　　　　・　当会場では、現金等での納税は取り扱っておりません。
　　　　　　　・ 　会場等に関するご不明な点は、水戸税務署までお尋ねください（会場施設へのお問い合

わせはご遠慮ください。）。
　　　　　　　　 　なお、開設期間中、水戸税務署の庁舎内に確定申告相談会場は設置されませんのでご注

意ください。
　　　　　　　・　申告書はご自分で作成し、郵送等により早めに水戸税務署へ提出してください。
　　　　　　　　※ 　申告書の作成に当たっては、「確定申告の手引き」をご覧いただくか、国税庁ホーム

ページの「確定申告書等作成コーナー」（画面の案内に従って金額などを入力すれば税
額などが自動計算され、所得税・消費税及び贈与税の申告や決算書などが作成できます。）
をご利用いただくと便利です。

確定申告相談会場が、南町２丁目（常陽銀行本店向かい）

「ショッピングセンターm
ミ ー モ

imo４階（旧ダイエー水戸店）」
に変わります。

※　会場施設には無料駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。

お問合せ先
【水戸税務署】〒310-8666　水戸市北見町１－17　　（代表電話）029（231）4211
　※ 　自動音声案内で案内しています。所得税・消費税及び贈与税等の確定申告に関するご相談は「０」を、一般の税金に

関する相談は「１」を、それ以外の問合せは「２」を選択してください（平成24年１月４日から）。

水戸税務署から確定申告等のお知らせ水戸税務署から確定申告等のお知らせ

至　千波湖
●水戸協同病院

●筑波銀行 ●裁判所
●茨城新聞社

● ●警察署

郵便局

●

水府橋

至　千波湖 至　大洗

●丸井

至　土浦 至　日立

至　大工町 至　末広町

バス停　南町二丁目  　

　　バス停　南町二丁目

●常陽銀行本店

国
道
5
0
号 京成ホテル

至

北口

ＪＲ常磐線

三の丸
庁舎

弘道館
三の丸
小学校

水戸駅

申告
会場

税
務
署

ショッピングセンターmimo（ミーモ）
《旧ダイエー水戸店》

※交通機関のご案内

【ＪＲ常磐線】
水戸駅北口から徒歩10分

【バス】
水戸駅北口から
④⑤⑥⑦番バス停乗り場
南町・大工町方面
「南町二丁目」バス停下車
※ご注意
④番から発車する「水戸市内循環
バス内回り」は「南町二丁目」に
は行きません
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大洗海の大学より、幸せを運ぶ妖精トントゥを大洗町の子ども達へ大洗海の大学より、幸せを運ぶ妖精トントゥを大洗町の子ども達へ

貝合わせ教室　1/25
浜のかぁちゃん家庭料理教室　2/18
　～みんなでおしゃべりやお茶をしながら料理を楽しみませんか？～
クラフトなどの各種団体教室につきましては随時、受付を行っております。
　（但し石釜復旧の目処が立たないため、ピザ作り体験は受付を行っておりません）
　問合わせ　NPO法人大洗海の大学　TEL 029-266-3322　FAX 029-267-5417
　　　　　　E-mail umi@anco-oarai.org 　URL http://anco-oarai.org

１月・２月の開催案内

　明けましておめでとうございます。皆さまにおかれましてはつつ
がなく新しい年をお迎えのこととお喜び申し上げます。まずは、こ
うして新しい年を迎えることが出来たことを感謝し、心からお礼を
申し上げたいと思います。昨年は東日本大震災という未曽有の事態
に直面したにもかかわらず、会員様をはじめ多くの方々からご協力
をいただき、大洗町復興を念頭に置きながら地域の皆様と心をひと
つに頑張って参りました。昨年末には子ども達の幸せを願って、フィ
ンランドに伝わる妖精トントゥを大洗町の各小学校等へ寄贈させて
頂きました。サンタクロースの国フィンランドの美しい森の中に住
むトントゥ。フィンランドのクリスマスでは、トントゥはサンタさ
んと一緒に子ども達へ幸せのプレゼントを配るという言い伝えがあるそうです。今回の作成にあたり、ト
ントゥの元になった樹木は津波の影響により塩害で枯れてしまった木々です。塩害で枯れてしまった樹木
を、様々なご縁やご協力から、復興のシンボル「幸せを運ぶ妖精トントゥ」として、子ども達へ届けるこ
とが出来ましたことを、心より感謝を致しております。本年もこうした活動を通じ、地域の皆様とともに
大洗町の更なる活性化に力を注ぐ所存でございます。底冷えする寒さが続いておりますが、どうぞ御身を
大切にご自愛ください。本年も大洗海の大学をよろしくお願い致します。

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　８：30～17：00

○日帰りスキー教室
　１月 28日（土）に夢 town日帰りスキー教室を
行います。
　猪苗代スキー場にて、大洗町体協スキー部のみな
さんに指導していただきます。
　参加者希望の方は夢 town事務局までご連絡くだ
さい。

場所　    　　猪苗代スキー場
集合・出発　大洗町役場玄関前 午前４時30分集合
　　　　　　午前４時 45分出発
募集人数　　40名（先着順）
　　　　　　（参加者が 25名以下の場合は中止）
参加費（指導料込）
　　会　　員　6,000 円（リフト券・レンタル料別）
　　非 会 員　8,000 円（リフト券・レンタル料別）
　　リフト券　2,500 円

セット料金
フルセット スキー・ウェアセット スキーセット ウェアセット 小物セット
3,000 円 2,500 円 1,300 円 1,200 円 900 円

単品料金
スキー ブーツ ストック ウェア上 ウェア下 帽子 ゴーグル 手袋
1,000 円 800 円 300 円 800 円 800 円 300 円 300 円 300 円
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まちのできごと　クローズアップ

　11月 25日、内閣府、茨城県主催の「男女共同参画
in いばらき」において、大洗町漁業協同組合女性部部
長 高橋早苗さんがパネリストとして登壇されました。
　「男女共同参画の視点からの震災復興と新たな地域づ
くり」をテーマに、高橋さんは、女性目線の意見を反映
させることの必要性と、津波の被害に遭いながら、いち
早く営業再開した「かあちゃんの店」に寄せる町の期待
に応えていきたいと意見を述べられました。

「男女共同参画inいばらき」
大洗町漁業協同組合女性部長
高橋さんがパネリストとして登壇

　11月 17日、いこいの村涸沼において、第11回ひぬ
ま環境フォーラムが開催されました。きれいな涸沼の環境
を保つために募集された多くのポスターやフォトコンテス
トの中から、大洗町の小学生の作品が表彰されました。
【小学校低学年の部】
優良賞　大貫小学校２年　松沢　彩香さん

涸沼をきれいにしよう！
ひぬま環境フォーラムが開催されました

　11月 10日、11日の２日間、東京体育館において、
全国のスポーツ推進委員が一堂に会し、研究協議会が開催
されました。
　表彰式では、30年勤続スポーツ推進委員として、全国
で296人（うち茨城県12人）の方が受賞し、大洗町か
らは渡辺専造さん、原田守さんの２名が受賞されました。

第52回全国スポーツ推進委員研究協議会

　11月 26日、南中学校において、愛知県の浄土宗・西居
院第21代目住職の廣中邦充さんを講師にお招きし、「家庭・
学校・地域の子育て講演会」が開催されました。廣中さんは「平
成の駆け込み寺」として、子どもの自立と社会復帰を支援さ
れており、さまざまな実体験を交えながら、感謝の気持ちを
持つことの大切さを話されました。

大洗町ＰＴＡ指導者研修会
「家庭・学校・地域の子育て講演会」を開催

左より渡辺さん、小谷町長、原田さん
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まちのできごと　クローズアップ

　茨城県のＰＲ番組「旬刊いばらき」のロケが11月
16日大洗町で行われました。冬の味覚「あんこう」を
テーマに、あんこうの吊るし切りやあんこう鍋、あんき
もの魅力を、タレントの磯山さやかさん（いばらき大使）
が全国に発信してくれました。
　「磯山さやかの旬刊！いばらき」は毎週金曜日午前
10:50からテレビ朝日「ちい散歩」内で放送中です。

「磯山さやかの旬刊！いばらき」
大洗町をＰＲ！

　10月に行われた「第22回全国水産加工品総合品質審査
会」において、（株）清水商店の“釜ゆでいか”が農林水産
大臣賞を受賞。また、北欧原料を用いた、（株）谷藤水産の“純
米酒干しあじ開き”がオランダ王国大使賞を受賞しました。
　11月には、大洗町漁業協同組合女性部が長年の社会貢献
活動や地域の活性化の取り組みに尽力された功績が認められ
茨城県知事表彰を受賞されました。

（株）清水商店、（株）谷藤水産、
大洗町漁業協同組合女性部が表彰されました

　12月５日、水戸ヤクルト販売（株）による福祉ヤクル
ト事業として、町社会福祉協議会へ寄付の贈呈式が町役場
において行われました。
　この活動は町民の方々が購入した福祉ヤクルトの売り上
げの一部から地域の福祉向上を目的として行われているも
のです。

水戸ヤクルト販売（株）大洗センターから
町社会福祉協議会へ寄付をいただきました

　昨年11月、東京の中野サンプラザにおいて、全国の農
産物直売所が地域への貢献や店舗の魅力などを競う「直売
所甲子園2011決勝大会」に、大洗まいわい市場が出場
しました。全国から92直売所が名乗りを上げ、一次・二
次審査を通過した16直売所が決勝大会に進出しました。
　大洗まいわい市場は、この震災を通して得た、出品協力
関係者の皆様・地域の皆様・スタッフとの「絆」を力の限
りプレゼンされ、見事「審査員特別賞」を受賞されました。

大洗まいわい市場
「直売所甲子園 2011決勝大会」
で審査員特別賞を受賞！

左より清水商店さん、谷藤水産さん、小谷町長、漁協女性部高橋さん

大洗まいわい市場の田山さん（左）、常盤さん（中央）、澤畠さん
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戦
国
時
代
の
宴
の
席
で
「
か
わ
ら
け
」
と
呼
ば
れ
る
素
焼
き
の
土
器
が

多
く
使
わ
れ
ま
し
た
。
主
に
宴
会
儀
礼
の
席
、
戦
の
出
陣
に
際
し
て
な
ど

あ
ら
ゆ
る
席
で
使
用
さ
れ
た
使
い
捨
て
の
土
器
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
時

代
劇
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
武
将
が
浅
い
皿
状
の
器
で
酒
を
飲
む
シ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
器
が
「
か
わ
ら
け
」
で
す
。
多
く
の
「
か
わ
ら
け
」
が

使
い
捨
て
で
、
宴
の
終
了
と
同
時
に
一
括
し
て
投
げ
捨
て
る
な
ど
廃
棄
の

行
為
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

武
士
た
ち
は
「
か
わ
ら
け
」
に
独
創
性
を
見
出
し
て
お
り
、
武
士
た
ち

に
よ
っ
て
、
独
自
の
「
か
わ
ら
け
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
か
わ
ら
け
」
は
饗
宴
の

場
と
同
様
に
祭
祀
の
場
で
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
京

都
の
公
家
社
会
な
ど
で
は
、

紅
白
の
「
か
わ
ら
け
」
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
紅
白
は

公
家
や
武
士
た
ち
に
と
っ
て

の
「
ハ
レ
」
の
儀
式
で
使
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
洗
の
登
城
遺
跡
で
も
紅
白

に
近
い
「
か
わ
ら
け
」
が
出

土
し
て
お
り
、
登
城
遺
跡
で

の
「
ハ
レ
」
の
饗
宴
を
髣
髴

と
さ
せ
ま
す
。

（
町
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
）

登城遺跡出土の紅白「かわらけ」

中
世
大
洗
の
歴
史
vol.4

紅
白
の
「
か
わ
ら
け
」

大
洗
町
の
歴
史
を
見
つ
め
て
58

川上　碧
あお

衣
い
ちゃん（左）、蒼

そう

太
た
くん、藍

あい

人
と
くん

（磯浜町　平成19年12月生まれ、平成17年４月生まれ、平成23年１月生まれ）
お父さん　太一さん　　　　お母さん　真弓さん
「みんなから愛される子になってほしいです。（會祖父：石井義男）」

内藤　心
し

温
のん
ちゃん

（磯道　平成23年５月生まれ）
お父さん　善則さん　　　　お母さん　和さん
「いっぱい心温smileを見せてね♪」

「うちのペット自慢」「うちのペット自慢」

～自慢のペット写真募集中！～～自慢のペット写真募集中！～
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（50字程度）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・ 画質、サイズはこちらで調整させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒311-1392
　　　　大洗町磯浜町6881-275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
TEL／ 029（267）5111（内線212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.ibaraki.jp

磯浜町・佐藤さん宅のりく
トイプードル・オス・４才

「家族が癒されてます !!」
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おおあらい俳壇 ●加藤宗一選

久
か
た
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
覗
く
年
の
暮

虫
切
の
祭
事
時
雨
る
る
磯
下
り

 

明
神
町　

小
松
崎 

美
代

【
評
】
以
前
は
、
十
一
月
の
有
賀
祭
と
言
う
と
、
近
隣
、
近
在

か
ら
、
子
連
れ
の
人
や
、
ね
ん
ね
こ
半は

ん

纏て
ん

で
幼
児
を
背
負
っ
た

人
達
で
、町
は
相
当
賑
わ
っ
た
、今
は
あ
ま
り
人
も
来
な
く
な
っ

た
。
磯
下
り
と
言
う
の
は
、
祭
事
の
た
め
神
磯
に
渡
る
こ
と
を

言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
時
は
時
雨
れ
て
い
た
。

マ
ス
ク
し
て
目
だ
け
が
二
つ
光
り
を
り

良
く
も
な
く
悪
し
き
事
無
く
根ね

深ぶ
か

汁じ
る

 

金
沢
町　

小
野
瀬 

き
よ

【
評
】
格
別
良
い
事
も
な
く
、
そ
う
か
と
言
っ
て
、
特
に
悪
い

こ
と
も
な
か
っ
た
こ
の
一
年
、
東
北
地
方
の
大
災
害
の
こ
と
を

思
え
ば
、
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ
で
あ
る
。
静

か
な
余
生
、
ね
ぎ
の
味
噌
汁
を
味
は
ひ
な
が
ら
そ
う
思
っ
て
い

る
。

月
蝕
の
皆
既
を
待
て
る
寒
夜
か
な

敷
き
詰
め
る
冬
松
落
葉
暮
鳥
の
碑

 

角
一　

鈴
木 

さ
た

【
評
】
大
洗
磯
前
神
社
近
く
の
松
林
、
今
は
浚
う
人
も
な
く
、

冬
に
な
っ
て
も
一
面
に
積
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
薄
倖
の
詩
人
、

暮
鳥
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

穏お
だ

や
か
な
余
生
を
願
ひ
蕎
麦
を
掻
く

初
雪
や
一
片
頬
に
触
れ
て
消
ゆ

 

金
沢
町　

猿
田 

俊
子

歩
数
計
伸
ば
す
白
鳥
数
へ
つ
つ

た
た
み
か
け
来
る
夕
浪
に
翔
つ
千
鳥

 

髭
釜　

川
崎 

京
子

寒
林
の
彼
方
に
望
む
遠
筑
波

今
日
こ
れ
と
決
め
て
師
走
の
一
と
日
か
な

 

新
町　

岸
和
田 

和
子

何
も
か
も
無
の
心
境
や
日
向
ぼ
こ

朝
か
ら
の
雲
一
つ
無
き
冬
の
晴

 

東
光
台　

田
中 

勝
枝

川
霧
の
岸
に
流
れ
て
冬
確
か

津
波
跡
そ
の
ま
ま
に
し
て
煤
払

 

大
貫
町　

田
崎 

国
勝

降
り
続
く
障
子
の
外
の
雨
の
音

小
雨
降
る
と
き
に
風
あ
り
枯
葉
飛
ぶ

 

東
光
台　

大
谷 

義
治

夕
日
ざ
し
色
鮮
や
か
な
冬
紅
葉

 

新
町　

加
藤 

か
よ

秋
の
午
後
サ
ッ
カ
ー
お
う
え
ん
大
声
で

 

磯
小
二
年　

田
中 

り
む

北
風
が
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
ふ
い
て
つ
め
た
い
よ

 

磯
小
三
年　

い
し
い 

あ
や
か

ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
が
な
っ
て
る
ね

 
磯
小
四
年　

小
谷 

亮
人

ク
リ
ス
マ
ス
サ
ン
タ
が
来
る
よ
楽
し
み
だ

 

磯
小
四
年　

磯
崎 

拓
巳

選
者
の
句

余
日
無
き
昨
日
の
時
雨
今
日
の
晴

電
車
待
つ
ホ
ー
ム
に
ま
と
も
北
颪

人
の
世
の
儚
さ
想
ふ
冬
に
入
る

ぼ
く
と
わ
た
し
の

ぼ
く
と
わ
た
し
の

ち
び
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

第
一
保
育
所　

う
め
組

第
一
保
育
所　

う
め
組

辰のちぎり絵辰のちぎり絵



健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

お元
気で
すか
？保健師で

す

お元
気で
すか
？保健師で

す
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　2012年が幕を開けました。昨年に続き、正月版オーシャ
ンライブの中でアシカは書初めに挑戦。今年の干支「辰」
をはじめ、様々な文字を披露しました。今回は、この書初
めについて掘り下げてみましょう。
　方法は、「筆のついた板をくわえたアシカの鼻先を、係
員が手に持ったターゲットで誘導する」というものです。
こう言ってしまうと簡単そうですが、完成までにはそれな
りの苦労があります。まず、アシカにとっては得体の知れ
ない物をくわえ、得体の知れない物に顔を近づけて動かす
わけですから、慎重に手順を踏まなければなりません。しかも、動きが単調なうえ、途中何
度か筆に墨をつける必要もあり、待ち時間が長くなるため、飽きてしまう事もしばしば。
　字の仕上がりは、半分は係員の腕次第、半分はアシカの個性が出ます。ココは大胆に力強
く、ナッツは注意深く繊細に、プリンは丁寧に女らしく、それぞれ味のある文字を書きあげ
ます。実は私自身は書道が不得意で、字もきれいではありません。しかし、私の指示でアシ
カが書きあげた文字は、なかなか見事なものです。「気持ちを込めて書く」という書の基本は、
アシカの方が一枚上手のようです。 海獣展示課　髙石　慎也

「アシカの書き初め」公開！「アシカの書き初め」公開！

アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言アシカトレーナーの独り言

マイコプラズマって？マイコプラズマって？

　みなさん、マイコプラズマ肺炎って聞いたことあ
りますか？昨年は過去 10年間で最も多い患者数が
出たため、テレビや新聞などで報道されていました。
感染症ですので、現在も継続中で今後も増える可能
性もありますので、ご注意ください。

原因は？

　肺炎マイコプラズマという細菌に、感染すること
によって起こる呼吸器感染症です。

どのように感染するの？

　患者の咳のしぶきを吸い込んだり、患者と身近に
接触することにより感染します。感染してから、発
症するまでの潜伏期間は２～３週間と言われてい
ます。

症状は？

　発熱やだるさ、頭痛、たんを伴わない咳が見られ

ます。咳が長く続くのが特徴です。多くの方は、感
染しても気管支炎など軽い症状で済みますが、一部
の人は肺炎となり重症化することもあります。

感染を予防するためには

　感染方法は、風邪やインフルエンザと同じですの
で、普段から手洗い・うがいをすることと、咳が出
る場合は、マスクを着用して周りにうつさないよう
にしましょう。

治療方法は？

　抗生物質により治療します。いつもより、咳が長
引くなあと感じたら、早めに病院へかかり、きちん
と治療しましょう。

　新年が、皆様にとってより健康増進の年となりま
すよう、保健師・栄養士から情報発信していきます。
今年もどうぞよろしくお願いいたします。

http://www.aquaworld-oarai.com　TEL 029-267-5151

ココ作『絆』




